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る
意
見
・
提
案
、
ま
た
、
ブ
レ

び
』
と
『
西
の
明
日
香
村
を
体

費
確
保
の
実
現
可
能
性
、
（
ウ
）

ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
的
に
他
の

験
で
き
る
』
イ
ベ
ン
ト
を
継
続

実
現
可
能
な
人
的
体
制
（
マ
ン

会
員
の
提
案
か
ら
新
た
な
ア
イ

開
催
す
る
ま
ち
」
で
す
。

パ
ワ
ー)

確
保
が
可
能
か
、
（
エ
）

デ
ア
を
思
い
つ
け
ば
、
と
い
う

二
、
そ
し
て
、
私
た
ち
が
目
指

実
施
可
能
な
ス
キ
ル
を
持
つ
人

こ
と
で
第
二
回
ア
ン
ケ
ー
ト
も

す
「
西
の
明
日
香
村
」
と
い
う

材
の
有
無
、
（
オ)

継
続
的
な
維

行
い
、
一
八
通
の
回
答
（
回
収

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段

持
管
理
が
可
能
か
、
な
ど
の
検

率
二
五
％
）
を
得
ま
し
た
。

・
方
策
に
関
す
る
提
案
は
、
大

討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

方
策
」
を
検
討
し
、

会
員
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

き
く
七
つ
に
分
類
で
き
ま
し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
冒
頭
で
述

③

そ
の
活
動
を
推
進
し
て
い

た
意
見
・
提
案
を
ま
と
め
、
分

「
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
」
、「
サ
ー

べ
た
①
・
②
に
つ
い
て
は
、
ほ

く
た
め
の
具
体
的
計
画
を
「
中

類
す
る
に
は
予
想
以
上
に
時
間

ビ
ス
・
利
便
性
」
、「
シ
ン
ボ
ル
」
、

ぼ
整
理
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

「
西
の
明
日
香
村
づ
く
り
」

期
計
画
・
年
度
計
画
」
と
し
て

を
要
し
ま
し
た
。
熱
の
こ
も
っ

「
イ
ベ
ン
ト
」
、「
保
存
」
、「
施

に
、
来
年
度
以
降
三
年
間
の
中

活
動
計
画
策
定
事
業
報
告

ま
と
め
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

た
文
章
も
多
く
、
そ
の
中
か
ら

設
等
」
、「
そ
の
他
」
で
す
。
も

期
計
画
、
お
よ
び
中
期
計
画
達

文
化
遺
産
保
存
会

こ
れ
は
、
保
存
会
に
お
け
る
今

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
べ
き
部
分
は
、

ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的

成
の
た
め
の
単
年
度
計
画
で
あ

副
会
長

平
城

元

後
の
活
動
の
方
向
性
を
決
め
る
、

で
き
る
だ
け
漏
れ
の
な
い
よ
う

な
提
案
が
あ
り
、
同
じ
提
案
も

る
③
を
具
体
化
し
、
令
和
七
年

令
和
六
年
度
総
会
に
お
い
て
、

極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

に
心
が
け
ま
し
た
。

含
め
る
と
、
合
計
二
五
七
件
に

度
総
会
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

今
後
の
活
動
方
針
、
中
期
計
画

こ
の
た
め
、
本
事
業
を
推
進

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

な
り
ま
す
。

く
予
定
で
す
。

等
を
策
定
す
る
「
西
の
明
日
香

す
る
「
西
の
明
日
香
村
検
討
委

と
に
検
討
委
員
会
で
議
論
を
重

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
さ
ら
に

※
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
：
複
数

村
づ
く
り
活
動
計
画
策
定
事
業
」

員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
畦
田
会

ね
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
以
下

（
ⅰ
）
保
存
会
単
独
で
も
実
施

の
人
が
集
ま
っ
て
自
由
に
ア
イ
デ

が
決
定
し
ま
し
た
。

長
が
委
員
長
と
な
り
、
検
討
を

記
し
ま
す
。

可
能
と
思
わ
れ
る
事
業
、
（
ⅱ
）

ア
を
出
し
合
い
、
創
造
的
な
発
想

具
体
的
に
は
、
私
た
ち
保
存

開
始
し
ま
し
た
。

一
、
ビ
ジ
ョ
ン
（
私
た
ち
が
目

他
の
団
体
・
組
織
・
事
業
者
と

を
促
進
す
る
た
め
の
手
法
。

会
は
北
房
の
文
化
遺
産
を
保
存

ま
ず
、
上
記
①
・
②
に
関
す

指
す
ま
ち
「
西
の
明
日
香
村
」）

の
連
携
ま
た
は
要
請
が
必
要
な

・
活
用
・
研
究
す
る
こ
と
等
に

る
第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
会

に
つ
い
て
は
、
全
体
像
と
し
て

事
業
、
（
ⅲ
）
真
庭
市
と
の
連

よ
っ
て
、

員
に
向
け
て
行
い
、
三
六
通
の

「
美
し
い
自
然
の
中
に
歴
史
ロ

携
・
真
庭
市
事
業
（
要
請
）、

①

近
未
来
の
「
西
の
明
日
香

回
答
（
回
収
率
四
九
％
）
を
得

マ
ン
が
あ
ふ
れ
、
多
く
の
ひ
と

と
三
つ
に
区
分
で
き
ま
す
。

村
」
北
房
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち

ま
し
た
。
そ
の
後
、
寄
せ
ら
れ

が
訪
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
」
で

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る

に
な
る
こ
と
を
望
む
の
か
と
い

た
意
見
・
提
案
等
の
全
文
を
ま

す
。
こ
の
全
体
的
雰
囲
気
を
創

提
案
の
採
用
可
否
に
つ
い
て
は
、

う
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
目
標
」
の
明

と
め
ま
し
た
。

出
し
て
い
る
、
よ
り
具
体
的
な

何
を
優
先
す
べ
き
か
、
と
い
う

確
化
を
行
い
、

そ
し
て
、
こ
の
ま
と
め
を
全

ま
ち
の
姿
の
ひ
と
つ
が
、「
文

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、

②

そ
の
目
指
す
べ
き
「
西
の

会
員
に
送
り
、
他
の
会
員
が
ど

化
遺
産
を
地
域
の
財
産
と
し
て

そ
の
他
に
も
、（
ア
）
保
存
会

明
日
香
村
」
北
房
を
創
り
上
げ

の
よ
う
な
意
見
、
提
案
を
出
し

保
存
・
活
用
し
、
次
世
代
へ
継

単
独
で
は
不
可
能
な
事
業
案
の

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
活

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
う

承
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
る

取
り
扱
い
、
進
め
方
、
ま
た
は

動
が
必
要
に
な
る
の
か
と
い
う
、

こ
と
で
、
情
報
の
共
有
化
を
図

ま
ち
」
で
あ
り
、

二
つ
目
が
「
他

そ
の
実
現
性
、（
イ
）
事
業
予

「
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
・

り
ま
し
た
。
同
時
に
、
共
感
す

地
域
の
支
援
者
と
と
も
に
『
学

算
規
模
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
事
業

2024年１２月

第2２号
北房文化遺産

保存会

(文責)畦田正博

荒
木
山
通
信

私
た
ち
が
目
指
す
ま
ち

西
の
明
日
香
村
と
は

【西の明日香村検討委員会】

5/15、10/17、11/20、12/20 の４回

開催し検討してきました。
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〔
参
加
者
の
感
想
か
ら
〕

す
げ
ー
の
ー
、
谷
尻
遺
跡

記
念
講
演
会

（
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
）

★
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ

○

非
常
に
詳
し
く
説
明
さ
れ

ー
か
ら
出
土
品
の
里
が
え
り
★

良
く
分
か
っ
た
が
同
じ
よ
う

一
〇
月
二
六
日
（
土
）
か
ら

ど
も
た
ち
と
石
を
運
ん
だ
り
し

に
は
な
か
な
か
で
き
な
い
。

一
二
月
七
日
（
土
）
ま
で
、
北

た
体
験
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、

資
料
を
も
と
に
基
本
的
な
こ

房
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
開
館
四

ポ
イ
ン
ト
を
的
確
に
お
さ
え
、

と
の
み
を
説
明
し
、
質
問
が

〇
周
年
・
谷
尻
遺
跡
発
掘
五
〇

し
か
も
聞
く
人
を
あ
き
さ
せ
な

あ
れ
ば
答
え
る
よ
う
に
し
た

周
年
を
記
念
し
て
、
特
別
展
が

い
説
明
で
し
た
。
墳
丘
を
上
り
、

い
。

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

石
室
の
中
に
も
入
り
、
環
頭
大

○

説
明
す
る
場
所
、
そ
の
内

ま
し
た
。
当
保
存
会
も
主
催
者

刀
等
の
出
土
状
況
な
ど
も
具
体

容
、
そ
し
て
時
間
配
分
な
ど
、

（
西
の
明
日
香
村
コ
ン
ソ
ー
シ

的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
の
ガ
イ
ド
で
は
随
分
大

ア
ム
）
の
一
員
と
し
て
、
準
備

最
後
に
平
城
副
会
長
の
補
足
説

変
で
あ
ろ
う
と
感
じ
た
。
覚

や
運
営
に
関
わ
り
ま
し
た
。
期

明
も
あ
り
ま
し
た
。

え
た
こ
と
を
言
う
だ
け
で
は

間
中
に
行
わ
れ
た
説
明
会
も
当

そ
の
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に

ガ
イ
ド
に
な
ら
ず
、
折
角
ガ

会
々
員
が
担
当
し
ま
し
た
。

一
一
月
二
四
日(

日)

、
北
房

戻
っ
て
修
了
証
の
授
与
。
晩
秋

イ
ド
要
請
さ
れ
た
方
た
ち
が

文
化
セ
ン
タ
ー
で
谷
尻
遺
跡
発

一
一
月
九
日
（
土
）
、
ガ
イ

の
温
か
い
午
前
、
第
一
回
目
の

満
足
し
て
帰
ら
れ
る
よ
う
、

掘
特
別
展
の
記
念
講
演
会
を
開

ド
養
成
講
座
の
現
地
研
修
を
大

現
地
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
大
役
を
務
め
た
い
と
思

催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
五
〇

谷
一
号
墳
で
行
い
ま
し
た
。
講

う
。

年
前
の
発
掘
調
査
担
当
者
高

畑

た
か
ば
た
け

師
を
含
め
一
二
名
の
参
加
。

○

大
谷
一
号
墳
の
ガ
イ
ド
の

友
功
先
生
。

直
接

と
も
の
り

講
師
は
、
奥
田
副
会
長
。
駐

難
し
さ
を
感
じ
た
。
幅
広
い

担
当
さ
れ
た
方
な

車
場
か
ら
古
墳
に
至
る
新
万
葉

知
識
や
当
時
の
時
代
背
景
か

ら
で
は
の
苦
労
や

の
小
径
か
ら
説
明
は
始
ま
り
ま

ら
想
像
す
る
力
が
必
要
。
今

喜
び
な
ど
も
交
え

し
た
。
旧
北
房
町
時
代
、
全
国

日
の
講
座
を
ス
タ
ー
ト
と
し

た
お
話
で
、
会
場

か
ら
公
募
し
た
短
歌
や
俳
句
の

て
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
学
習

場
い
っ
ぱ
い
の
参

中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
が
石
に

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

加
者
も
興
味
深
く

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
詳

○

奥
田
先
生
は
慣
れ
て
い
た

聞
き
入
っ
て
い
ま

し
い
説
明
だ
け
で
な
く
、
見
学

の
で
立
て
板
に
水
だ
っ
た
が
、

し
た
。

の
人
た
ち
に
考
え
さ
せ
な
が
ら

い
ざ
自
分
と
な
る
と
大
変
だ

の
手
法
な
ど
参
考
に
な
る
こ
と

と
感
じ
た
。
資
料
を
見
な
が

※

９
・

頁
に

10

が
多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
復

撮
影
者
▼

ら
分
か
り
や
す
い
説
明
を
心

詳
し
い
講
演
内
容

元
工
事
の
時
、
中
津
井
小
の
子

が
け
て
い
き
た
い
。

を
載
せ
て
い
ま
す
。

「
第
四
回
北
房
文
化
遺
産
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

現
地
研
修

大
谷
一
号
墳

【説明会】

11/16

「
谷
尻
遺
跡
発
掘

思
い
出
話
」

元
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

所
長
（
当
時
の
発
掘
担
当
者
）

高
畑
友
功

先
生

11/24

10/26

講演中の高畑先生
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る

ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
の
寺
シ

キ
の
宮
に
在
る
時

吾

天
下

を
佐
治
す

此
の
百
錬
の
利
刀

を
作
ら
し
め

吾
が
奉
事
の
根

源
を
記
す
也
」

古
墳
時
代
の
五
世
紀
後
期
に
、

裏
「
其
児
名
加
差
坡
余
其
児
名

辛
亥
年
（
西
暦
四
七
一
年
）

し
ん
が
い

恋
と
歌
に
生
き
た

と
や

日
本
で
初
め
て
漢
字
を
言
語
記

乎
獲
居
臣
世
々
為
杖
刀
人
首
奉

七
月
中
に
記
す
、
オ
ワ
ケ
臣
が
、

平
安
の
美
女

○

和
泉
式
部

号
と
し
て
使
っ
て
書
い
た
刀
剣

事
来
至
今
獲
加
多
支
卥
大
王
寺

始
祖
「
オ
ホ
ヒ
コ
」
か
ら
の
代

田
辺
聖
子
に
「
小
倉
百
人
一

あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
ほ
か

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
前

在
斯
鬼
宮
時
吾
左
治
天
下
令
作

々
七
人
の
系
譜
と
「
ワ
カ
タ
ケ

首
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
そ

の
想
ひ
出
に

号
に
書
き
ま
し
た
。

此
百
錬
利
刀
記
吾
奉
事
根
源
也
」

ル
大
王
」
に
杖
刀
人
（
じ
ょ
う

の
中
に

番
伊
勢
の
解
説
で
興

今
ひ
と
た
び
の
逢
ふ
こ
と
も

そ
の
「
国
宝
、
埼
玉
県
稲
荷

表
の
読
み

と
う
じ
ん
）
の
首
（
お
び
と
）

19

味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
の
が

が
な

山
古
墳
鉄
剣
」
に
金
象
嵌
で
彫

「
辛
亥
年
七
月
中
記
す
、
オ
ワ

＝
隊
長
と
し
て(

大
和
の)

「
シ

ぞ
う
が
ん

眼
に
止
ま
っ
た
。

ら
れ
た
、
表
五
十
七
文
字
、
裏

ケ
臣
上
祖
、
名
オ
ホ
ヒ
コ
、
其

キ
の
宮
＝
磯
城
宮
」
で
奉
仕
し

「
王
朝
の
女
流
歌
人
で
、
恋

五
十
八
文
字
、
全
一
一
五
文
字

児
タ
カ
リ
足
尼(

ス
ク
ネ
）、
其

た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
百
錬
の

に
生
き
、
歌
に
生
き
た
人
と
い

の
銘
文
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
名
テ
ヨ
カ
リ
ワ
ケ

其
児
名

利
刀
（
呪
霊

力

の
あ
る
刀)

を

じ
ゆ
れ
い
り
よ
く

う
と
、
小
野
小
町
や
和
泉
式
部

（
太
字
は
固
有
名
詞
で
す
。
）

タ
カ
ヒ
シ
ワ
ケ

其
児
名
タ
サ

作
ら
せ
、
先
祖
か
ら
奉
事
し
た

が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の

表
「
辛
亥
年
七
月
中
記
乎
獲
居

キ
ワ
ケ

其
児
名
ハ
テ
ヒ
」

こ
と
を
記
す
、
と
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
も
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
、
ド
ラ

臣
上
祖
名
意
冨
比
垝
其
児
多
加

裏
の
読
み

同
時
代
の
熊
本
県
江
田
船
山

マ
チ
ッ
ク
な
人
生
を
生
き
た
才

利
足
尼
其
児
名
弖
巳
加
利
獲
居

「
其
児
名
カ
サ
ハ
ヨ

其
児
名

古
墳
出
土
鉄
剣
に
も
、
銀
象
嵌

媛
で
あ
っ
た
。
」

其
児
名
多
加
坡
次
獲
居
其
児
名

オ
ワ
ケ
臣

世
々
杖
刀
人
の
首

で
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
と
同
じ
よ

平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
生
き

古
今
和
歌
集

多
沙
鬼
獲
居
其
児
名
半
弖
比
」

と
為
り

奉
事
し
来
り
今
に
至

う
に
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
の

た
新
古
今
和
歌
集
の
撰
者
、
幽

・
九
〇
五
又
は
九
一
四
頃
成
る

名
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ワ

ゆ
う

玄
派
の
歌
人
藤
原
定
家
が
撰
ん

伊
勢
十
九
首

小
野
小
町
十
首

カ
タ
ケ
ル
」
は
雄
略
天
皇
の
こ

げ
んだ

百
人
一
首
か
ら
彼
女
た
ち
の

拾
遺
和
歌
集

と
で
、
倭
の
五
王
「
武
」
と
さ

名
歌
を
探
っ
て
み
よ
う
。

・
一
〇
〇
五
～
一
〇
〇
七
成
る

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
雄
略
天
皇

○

小
野
小
町

伊
勢
十
七
首

が
吉
備
・
出
雲
な
ど
の
有
力
地

花
の
い
ろ
は
う
つ
り
に
け
り

千
載
和
歌
集

方
勢
力
を
制
し
、
大
和
王
権
を

な
い
た
づ
ら
に

・
一
一
八
七
成
る

確
立
し
た
英
雄
と
さ
れ
て
い
ま

我
が
身
よ
に
ふ
る
な
が
め
せ

和
泉
式
部
十
五
首

す
。

し
ま
に

新
古
今
和
歌
集

さ
て
、
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞

○

伊

勢

・
一
二
〇
五
成
る

は
、
上
古
中
国
語
音
で
借
音
さ

難
波
が
た
み
じ
か
き
あ
し
の

伊
勢
十
二
首

小
野
小
町
五
首

れ
て
い
ま
す
が
、
表
記
方
法
は

な

に
わ

ふ
し
の
ま
も

和
泉
式
部
十
八
首

朝
鮮
半
島
の
固
有
名
詞
表
記
方

あ
は
で
こ
の
世
を
過
し
て
よ

法
で
す
。
共
通
し
て
い
る
日
本

す
ぐ

「
萬
葉
集
」
か
ら
見
た
古
代
（
三
）

ー
文
字
で
書
く
ー三

輪

能
章

平
安
王
朝
文
学
ア
ラ
カ
ル
ト

（
二
）

◎

平
安
の
幕
開
け

古
今
和
歌
集

◎

源
氏
物
語

戸
村

彰
孝

◎

恋
と
歌
に
生
き
た
平
安
の
美
女
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語
表
記
の
原
型
と
い
え
ま
す
。

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
紀
元
一

は
そ
の
良
い
例
で
す
。
藤
原
京

す
。「
参
道
に
」
あ
る
ん
で
す
。

同
じ
表
記
方
法
で
書
か
れ
た
江

～
二
世
紀
頃
の
後
漢
時
代
に
中

は
内
裏
を
中
央
に
配
置
し
た
時

参
道
脇
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

田
船
山
古
墳
鉄
剣
に
は
、
銘
文

国
で
始
ま
っ
た
漢
字
（
呉
音
）

代
遅
れ
の
都
で
し
た
。
平
城
京

「
参
道
に
」
で
す
。

を
書
い
た
「
張
安
」
と
い
う
渡

表
記
の
音
訳
経
典
が
百
済
か
ら

は
内
裏
・
大
極
殿
を
北
に
置
い

種
明
か
し
を
し
ま
す
。
参
道

来
人
の
名
と
、

作
刀
者
の
名
「
伊

日
本
に
伝
わ
っ
た
の
で
す
。
大

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
唐
の
都(

長

に
石
室
が
埋
ま
っ
て
い
る
ん
で

多
？
」
も
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

和
朝
廷
は
仏
教
を
奨
励
し
漢
籍

安
）
に
倣
っ
た
都
城
で
す
。
同

す
。
天
井
石
を
失
い
、
埋
没
し

両
鉄
剣
は
渡
来
人
技
術
集
団

の
読
解
を
推
進
し
ま
し
た
。

時
に
律
令
国
家
の
完
成
と
な
り
、

奈
良
原
古
墳
群
は
、
御
領
古

た
石
室
の
上
を
参
道
が
通
っ
て

が
五
世
紀
後
期
に
漢
字
を
使
っ

仏
経
典
は
音
読
み
で
す
。
こ

飛
鳥
時
代
（
白
鳳
文
化
）
は
終

墳
群
に
所
在
す
る
、

一
〇
基(

う

い
る
ん
で
す
。
ぎ
り
ぎ
り
露
出

て
、
日
本
語
の
固
有
名
詞
を
表

の
こ
と
が
日
本
語
表
記
に
生
か

わ
り
を
迎
え
ま
す
。
遣
唐
使
に

ち
消
滅
一
）
か
ら
な
る
古
墳
群

し
て
い
る
側
壁
の
石
の
み
が
古

記
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

さ
れ
ま
す
。
漢
字
一
音
一
字
が

よ
る
中
国
中
原
と
の
往
来
は
、

で
す
。
岡
山
県
と
の
県
境
に
位

墳
の
存
在
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。
そ
し
て
埼
玉
県
と
熊
本

基
本
で
す
か
ら
、
漢
字
の
意
味

奈
良
時
代
の
天
平
文
化
と
な
っ

置
し
、
西
山
古
墳
群
、
銀
山
谷

こ
の
古
墳
群
に
は
、
古
墳
を

県
で
同
じ
雄
略
天
皇
の
名
が
刻

よ
り
発
音
に
合
う
漢
字
を
使
っ

て
花
開
き
、
平
安
時
代
へ
と
続

古
墳
群
と
い
う
岡
山
県
の
古
墳

巡
る
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

ま
れ
た
大
刀
が
出
土
し
て
い
る

て
書
け
ま
す
。
そ
し
て
萬
葉
仮

き
ま
す
。

群
の
ほ
う
が
近
い
で
す
。

り
、
見
学
も
容
易
で
す
。
ま
た
、

こ
と
は
王
権
の
及
ぶ
範
囲
を
示

名
と
し
て
整
理
さ
れ
発
展
し
ま

次
回
は
、
萬
葉
集
か
ら
古
代

こ
の
古
墳
群
の
最
大
の
特
徴

今
回
紹
介
し
た
以
外
に
も
お
も

し
て
い
ま
す
。

す
。
七
世
紀
に
は
訓
読
音
も
使

の
生
活
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

は
、
飛
鳥
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

し
ろ
い
古
墳
が
た
く
さ
ん
あ
る

五
世
紀
前
半
？
応
神
天
皇
の

わ
れ
始
め
、
漢
籍
か
ら
漢
字
本

「
終
末
期
古
墳
」
か
も
知
れ
な

の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
行
か
れ
て

時
代
に
、
百
済
の
王
仁
が
「
論

来
の
意
味
を
知
る
と
知
識
人
が

い
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
こ
と

み
て
く
だ
さ
い
。

語
」
と
「
千
字
文
」
を
献
上
し

漢
詩
を
作
り
ま
す
。

で
す
。

た
こ
と
が
記
紀
に
載
っ
て
い
ま

さ
ら
に
各
地
に
寺
院
が
建
立

例
え
ば
、
古
墳
群
最
西
に
二

す
。
こ
れ
ら
の
「
漢
籍
」
を
読

さ
れ
僧
侶
が
経
典
を
読
誦
し
、

基
並
ん
で
存
在
す
る
奈
良
原
七

上
御
領
中
組
古
墳
群
は
、
前

め
た
の
は
、
四
世
紀
頃
か
ら
高

役
人
も
文
字
知
識
を
持
っ
て
地

号
墳
、
八
号
墳
は
そ
の
一
例
で

回
紹
介
し
た
張
田
古
墳
群
の
西

句
麗
の
南
進
に
よ
っ
て
百
済
・

方
の
拠
点
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

す
。
終
末
期
古
墳
ら
し
い
整
美

に
少
し
離
れ
て
所
在
す
る
古
墳

新
羅
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
知

一
気
に
初
期
の
日
本
の
文
字
文

な
石
室
を
持
ち
ま
す
が
、
石
取

群
で
、
横
穴
式
石
室
墳
等
六
〇

識
人
達
と
そ
の
子
孫
で
す
。
そ

化
が
広
が
る
の
で
す
。

り
の
被
害
に
あ
い
、
奥
壁
付
近

基
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
後
、
帰
化
し
た
彼
ら
は
五
世

そ
し
て
中
国
中
原
の
最
新
文

し
か
現
存
し
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
四
基
の
古

紀
に
は
大
和
王
権
の
管
理
下
に

化
が
入
っ
て
く
る
の
は
、
第
七

し
か
し
、
丁
寧
に
整
え
ら
れ

墳
を
紹
介
し
ま
す
。

置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

回
（
七
〇
四
年
）
遣
唐
使
だ
と

た
石
材
か
ら
は
古
代
人
の
心
意

上
御
領
宮
地
古
墳
は
、
古
墳

そ
し
て
六
世
紀
、
仏
教
公
伝

思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
迄
は
、
朝

気
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
ま

群
の
北
寄
り
に
所
在
す
る
「
弥

（
五
三
八
年
）
に
よ
っ
て
多
く

鮮
三
国
時
代
、
白
村
江
の
戦
、

す
。
ま
さ
に
、「
ミ
ニ
大
谷
一

生
時
代
の
方
形
墳
丘
墓
で
す
。」

の
経
典
と
漢
籍
が
日
本
に
入
り

ま
た
難
破
も
あ
り
順
調
で
は
な

号
墳
」
で
す
。

古
墳
群
中
で
最
も
古
く
、
規
模

ま
す
。

か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
よ

こ
の
外
に
も
「
違
っ
た
意
味

は
二
五
ｍ×

一
五
ｍ
を
誇
り
ま

当
初
経
典
は
イ
ン
ド
の
サ
ン

う
や
く
唐
の
先
進
文
化
を
持
ち

で
」
面
白
い
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

す
。
方
形
墳
丘
墓
と
し
て
は
広

ス
ク
リ
ッ
ト
語
（
梵
語
）
で
書

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

奈
良
原
二
号
墳
は
、
奈
良
原
神

島
県
内
で
も
有
数
の
規
模
で
す
。

か
れ
、
東
ア
ジ
ア
に
広
ま
っ
て

平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
）

社
の
参
道
に
所
在
す
る
古
墳
で

ま
た
、
も
っ
と
大
き
な
墳
丘
規

御
領
古
墳
群

③

ご

り
よ
う

倉
敷
市

山
﨑

弘
大
（
中
三
）

【
藤
原
京
】

【平城京」

４

奈
良
原
古
墳
群

５

上
御
領
中
組
古
墳
群
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模
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
今

由
来
と
も
な
っ
た
「
八
畳
岩
」

号
墳
は
、
残
存
長
四
・
四
ｍ
と

後
の
展
開
に
期
待
で
す
。

周
辺
に
は
古
墳
が
な
い
こ
と
が

小
型
な
が
ら
、『
御
領
の
石
舞

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
八
畳
岩
は
奇

台
』
と
い
っ
た
様
相
で
、
独
特

岩
群
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

の
威
厳
を
放
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
信
仰
の
対
象
と
な
っ

現
在
、「
古
墳
の
丘
」

で
は
下

て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
古

草
や
植
林
さ
れ
た
木
が
繁
茂
し
、

墳
時
代
か
ら
磐
座
と
し
て
崇
拝

全
体
は
見
通
し
辛
く
な
り
ま
し

い
わ
く
ら

さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

た
が
、
そ
れ
で
も
古
墳
の
多
さ

ん
。

に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
駐
車
場

な
お
、
こ
の
古
墳
群
は
山
深

等
も
整
備
さ
れ
、
見
学
は
容
易

い
場
所
に
あ
る
た
め
、
探
索
に

な
の
で
ぜ
ひ
見
学
に
行
か
れ
て

ざ
運
ん
で
き
て
い
る
の
だ
そ
う

は
注
意
が
必
要
で
す
。

み
て
く
だ
さ
い
。

で
す
。
こ
の
外
に
も
い
く
つ
か

上
御
領
四
〇
号
墳
は
古
墳
群

の
古
墳
か
ら
カ
ン
カ
ン
石
が
見

加
え
た
総
数
約
一
六
万
基
が
築

の
中
央
付
近
に
位
置
す
る
横
穴

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

上
御
領
下
組
古
墳
群
は
、
八

か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
方

式
石
室
墳
で
す
。
長
さ
八
・
二

こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
遊
歩
道

畳
岩
古
墳
群
の
西
の
二
つ
の
尾

後
方
墳
約
五
〇
〇
基
の
内
、
そ

ｍ
の
無
袖
式
石
室
を
も
っ
て
い

（
現
在
一
部
立
ち
入
り
禁
止
）

根
に
分
布
す
る
古
墳
群
で
、
三

去
る
七
月
二
八
日
に
北
房
文

の
ほ
と
ん
ど
は
三
世
紀
か
ら
四

ま
す
。
石
室
に
使
わ
れ
て
い
る

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で

〇
基
程
度
の
横
穴
式
石
室
墳
か

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
も
の

石
材
は
綺
麗
に
整
え
ら
れ
て
い

は
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

ら
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

「
第
三
回
北
房
文
化
遺
産
ガ
イ

で
あ
る
。

た
り
、
奥
壁
が
一
枚
岩
だ
っ
た

紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
古
墳
も

は
崩
壊
し
て
お
り
、
言
わ
れ
な

ド
養
成
講
座
」
に
参
加
さ
せ
て

そ
も
そ
も
前
方
後
方
と
い
う

り
と
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
機

け
れ
ば
古
墳
と
気
づ
け
ま
せ
ん
。

い
た
だ
い
た
。
当
日
は
真
庭
市

形
状
は
、
前
方
後
円
墳
が
登
場

の
築
造
で
す
。
石
室
内
に
入
る

会
が
あ
れ
ば
訪
問
を
お
す
す
め

し
か
し
、
こ
の
古
墳
に
は
一

教
育
委
員
会
の
新
谷
俊
典
課
長

す
る
以
前
、
す
な
わ
ち
弥
生
時

と
石
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
ま
す
。

つ
の
「
売
り
」
が
あ
り
ま
す
。

補
佐
の
講
演
後
の
質
疑
応
答
で

代
東
国
に
お
け
る
墓
制
の
中
で

す
。

そ
れ
は
、
異
常
な
ま
で
に
密
集

前
方
後
方
墳
に
関
す
る
も
の
が

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え

鳴
岩
古
墳
は
、
四
〇
号
墳
の

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
自
分
な
り

ば
、
岡
山
県
で
は
楯
築
遺
跡
の

北
に
位
置
す
る
古
墳
で
、
崩
壊

続
い
て
、
八
畳
岩
古
墳
群
で

古
墳
群
の
中
ほ
ど
の
植
林
地
に

に
漠
然
と
抱
い
て
い
る
前
方
後

よ
う
に
円
形
に
対
向
す
る
方
形

し
た
横
穴
式
石
室
が
む
き
出
し

す
。
上
御
領
中
組
古
墳
群
の
西

「
古
墳
の
丘
」
と
呼
ば
れ
る
地

方
墳
感
に
つ
い
て
記
し
て
み
た

張
り
出
し
部
が
接
続
し
た
双
方

で
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
墳

に
散
ら
ば
っ
て
所
在
す
る
一
〇

区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
一

い
と
思
う
。

中
円
形
の
も
の
、
出
雲
を
中
心

の
最
大
の
特
徴
は
、「
カ
ン
カ

基
弱
の
古
墳
の
総
称
で
す
。

五
基
の
古
墳
が
密
集
し
て
い
る

国
内
で
古
墳
は
三
世
紀
後
半

と
し
た
地
域
で
は
方
形
の
四
隅

ン
石
」
と
呼
ば
れ
る
、
叩
く
と

近
年
、
二
基
の
古
墳
と
二
地

の
で
す
が
、
あ
ち
ら
を
見
て
も

か
ら
七
世
紀
ま
で
の
約
三
五
〇

が
突

出

し
た
四
隅
突

出

形
の

と
つ
し
ゆ
つ

よ

す
み
と
つ
し
ゆ
つ
け
い

鈍
い
金
属
音
が
鳴
る
花
崗
岩
を

点
の
古
墳
の
可
能
性
が
あ
る
岩

古
墳
、
こ
っ
ち
を
見
て
も
古
墳
、

年
の
間
に
、
前
方
後
円
墳
約
四

も
の
な
ど
も
前
方
後
方
と
同
じ

用
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

足
元
の
石
も
古
墳
と
い
う
ふ
う

二
〇
〇
基
、
帆
立
貝
形
古
墳
約

よ
う
に
弥
生
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ

の
石
は
御
領
地
区
の
外
れ
で
し

特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、

に
本
当
に
密
集
し
て
い
ま
す
。

五
〇
〇
基
、
前
方
後
方
墳
約
五

の
地
域
の
中
で
誕
生
し
た
墳
墓

か
算
出
し
な
い
た
め
、
わ
ざ
わ

こ
の
古
墳
群
の
北
側
、
名
前
の

中
で
も
一
番
原
形
を
保
つ
一
七

〇
〇
基
に
円
墳
、
方
墳
な
ど
を

の
形
態
で
あ
る
。

【上御領４０号墳】

【鳴岩古墳」

６

八
畳
岩
古
墳
群

７

上
御
領
下
組
古
墳
群

【上御領下組１７号墳】

前
方
後
方
墳
雑
感

行
田

裕
美
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前
方
後
方
形
の
墓
に
は
、
周

地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
た
様
々

ら
は
す
べ
て
古
墳
時
代
に
属
す

合
意
し
た
。
そ
し
て
、
国
譲
り

者
を
比
較
し
て
み
る
と
前
方
後

溝
だ
け
で
高
塚
を
持
た
な
い
も

な
墓
制
が
、
前
方
後
円
墳
築
造

る
も
の
で
、
東
国
の
よ
う
に
前

の
条
件
と
し
て
高
い
建
物
を
建

方
墳
の
方
が
前
方
後
円
墳
に
比

の
と
高
塚
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。

と
い
う
祭
祀
体
制
に
統
合
さ
れ

方
後
円
墳
に
先
行
す
る
前
方
後

て
て
ほ
し
い
と
要
望
し
、
完
成

べ
て
圧
倒
的
に
小
規
模
で
あ
る
。

前
者
の
高
塚
を
持
た
な
い
も
の

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

方
墳
は
見
ら
れ
な
い
。
埋
葬
施

し
た
の
が
出
雲
大
社
で
あ
る
と

こ
の
規
模
の
違
い
を
権
力
の
差

は
弥
生
時
代
の
墓
制
と
し
て
の

最
古
の
前
方
後
円
墳
は
、
邪

設
に
は
竪
穴
式
石
室
が
、
副
葬

い
う
物
語
で
あ
る
。

と
捉
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前

形
態
、
後
者
の
高
塚
を
伴
う
も

馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
の
墓
で

品
に
は
銅
鏡
や
土
師
器
な
ど
が

中
央
の
権
力
が
地
域
を
平
定

方
後
方
墳
の
被
葬
者
よ
り
前
方

の
は
古
墳
と
し
て
の
前
方
後
方

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
い

採
用
さ
れ
る
な
ど
前
方
後
円
墳

し
て
い
く
過
程
で
は
、
少
な
か

後
円
墳
被
葬
者
の
方
が
優
位
性

墳
で
あ
る
。

る
奈
良
県
の
箸
墓
古
墳
と
考
え

と
前
方
後
方
墳
の
埋
葬
の
あ
り

ら
ず
抵
抗
す
る
勢
力
が
あ
る
の

を
保
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は

は
し
は
か

東
国
で
は
三
世
紀
後
半
か
ら

る
人
が
多
い
。
そ
れ
が
正
し
い

方
に
極
端
な
差
異
は
認
め
ら
れ

は
自
明
の
理
で
あ
る
。
前
方
後

で
き
よ
う
。

四
世
紀
初
頭
の
時
期
に
突
然
前

と
す
る
と
、
卑
弥
呼
は
西
暦
二

な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
墳

円
墳
体
制
化
が
国
譲
り
で
あ
り
、

方
後
方
墳
が
出
現
す
る
。
こ
れ

四
八
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か

丘
の
築
造
企
画
に
い
て
も
畿
内

高
い
建
物
・
出
雲
大
社
の
建
設

【
註
】

は
そ
れ
ま
で
に
築
か
れ
て
い
た

ら
箸
墓
古
墳
の
時
期
は
三
世
紀

の
大
王
墓
と
の
相
似
形
と
し
て

が
前
方
後
方
形
の
容
認
と
重
な

澤
田
秀
美

「
美
作
地
域
の

2023

高
塚
を
持
た
な
い
前
方
後
方
形

中
頃
か
ら
後
半
と
い
う
こ
と
に

理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

首
長
墳
」
『
新
修
津
山
市
史

の
墓
に
高
塚
が
採
用
さ
れ
る
よ

な
ろ
う
か
。
箸
墓
古
墳
の
出
現

な
状
況
は
北
房
地
域
の
古
墳
に

最
後
ま
で
天
つ
神
に
抵
抗
し
た

通
史
編
「
自
然
風
土
・
原
始

う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し

イ
コ
ー
ル
前
方
後
円
墳
体
制
の

も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

出
雲
の
国
つ
神
の
反
骨
精
神
こ

・
古
代
」
』
津
山
市

か
し
、
四
世
紀
後
半
に
な
る
と

始
ま
り
で
あ
り
、
初
期
大
和
王

【
註
】

そ
が
古
墳
時
代
を
と
お
し
て
出

※

ガ
イ
ド
養
成
講
座
当
日
、

忽
然
と
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま

権
の
誕
生
で
あ
る
。

前
方
後
円
墳
体
制
に
組
み
込

雲
地
域
に
前
方
後
方
墳
を
存
続

畦
田
会
長
に
寄
稿
を
依
頼
さ

こ
つ
ぜ
ん

う
。
僅
か
一
世
紀
の
消
長
で
あ

こ
れ
を
嚆
矢
と
し
て
前
方
後

ま
れ
た
中
に
あ
っ
て
、
墳
形
だ

さ
せ
た
理
由
の
様
な
気
が
し
て

れ
、
急
遽
思
い
つ
く
ま
ま
に

わ
ず

こ
う

し

る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
全
国

円
墳
体
制
は
徐
々
に
各
地
に
浸

け
は
前
方
後
方
形
に
固
執
し
た

な
ら
な
い
。

筆
を
走
ら
せ
た
。
識
者
の
御

の
前
方
後
方
墳
が
一
斉
に
姿
を

透
し
て
い
く
。
各
地
域
が
こ
の

理
由
は
何
な
の
だ

な
お
、
前
方
後
円

叱
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で

消
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。

体
制
に
統
合
さ
れ
て
い
き
、
大

ろ
う
か
。
筆
者
は

墳
体
制
下
に
お
け
る

あ
り
ま
す
。

畿
内
で
は
そ
の
後
も
少
数
で
は

和
王
権
の
支
配
権
は
次
第
に
拡

記
紀
に
み
ら
れ
る

最
も
古
い
前
方
後
方

*************************

あ
る
が
築
造
さ
れ
る
し
、
島
根

大
し
て
い
っ
た
。
弥
生
時
代
に

出
雲
の
国
譲
り
神

墳
は
、
現
存
長
六
三

県
な
ど
の
よ
う
に
古
墳
時
代
全

各
地
で
採
用
さ
れ
て
い
た
墓
制

話
を
思
い
出
さ
ざ

ｍ
の
奈
良
県
ノ
ム
ギ

般
を
通
じ
て
継
続
す
る
地
域
も

は
一
掃
さ
れ
、
前
方
後
円
墳
に

る
を
得
な
い
の
で

古
墳
で
三
世
紀
代
と

み
ら
れ
る
。

特
化
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
東

あ
る
。
高
天
原
の

考
え
ら
れ
て
い
る
。

※

令
和
七
年
度
の
会
員
を
募
集

た
か
ま
の
は
ら

で
は
、
な
ぜ
東
国
に
お
い
て

国
で
は
四
世
紀
後
半
ま
で
に
は

神
々
が
地
上
に
天

そ
し
て
最
大
の
も
の

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒

前
方
後
方
墳
の
消
滅
と
い
う
事

前
方
後
円
墳
体
制
が
ほ
ぼ
確
立

降
り
出
雲
の
神
々

は
同
じ
く
奈
良
県
の

に「
西
の
明
日
香
村
づ
く
り
」

態
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
前
方
後
方

に
支
配
権
を
譲
る

西
山
古
墳
で
一
八
〇

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
東
国
が
完
全
に
前
方
後

墳
は
存
在
し
な
く
な
る
の
で
あ

よ
う
何
度
も
交
渉

ｍ
を
測
る
。
こ
の
数

と
う
ご
く

か
ん
ぜ
ん

ぜ
ん
ぽ
う

ご

そ
ん
ざ
い

円
墳
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
証

る
。

す
る
。
そ
の
結
果
、

値
だ
け
を
み
る
と
前

正
会
員

三
〇
〇
〇
円

左
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

美
作
地
域
に
は
、
前
方
後
円

最
終
的
に
大
国
主

方
後
円
墳
と
遜
色
な

賛
助
会
員
・
大
学
生

前
方
後
円
墳
体
制
と
は
、
前
方

墳
五
〇
基
、
前
方
後
方
墳
一
〇

命
は
天
照
大
神
に

い
よ
う
に
思
わ
れ
る

一
〇
〇
〇
円

後
円
墳
が
出
現
す
る
以
前
に
各

基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

国
を
譲
る
こ
と
に

が
、
地
域
ご
と
に
両

高
校
生
以
下

五
〇
〇
円

【荒木山東塚古墳(左側)と荒木山西塚古墳(右側)】

入
会
の
す
す
め

年会費



- 7 -

【
臨
時
の
葬
儀
場
（
一
九
九
二
年)

】

こ
れ
は
本
日
の
葬
儀
の
た
め
に

儀
場
に
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
や
麻

に
対
す
る
投
資
は
全
て
生
き
て

冷
蔵
庫
で
数
ヶ
月
間
、
葬
儀
を

雀
場
を
設
け
、
人
を
多
く
集
め

い
る
人
の
幸
せ
と
な
っ
て
返
っ

待
っ
て
い
た
死
体
だ
と
教
え
ら

る
こ
と
に
努
め
る
。
極
端
な
例

て
く
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は

れ
た
。
葬
儀
を
す
る
の
に
最
も

と
し
て
、
台
湾
中
部
の
台
南
市

あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で

良
い
日
が
探
さ
れ(

占
わ
れ)

、

で
は
、
葬
儀
の
前
座
で
ス
ト
リ

に
死
者
の
葬
儀
や
墓
地
に
こ
だ

決
め
ら
れ
、
数
ヶ
月
は
保
存
さ

ッ
プ
シ
ョ
ー
が
な
さ
れ
て
い
た

わ
る
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

（
実
際
に
は
見
な
か
っ
た
が
、

台
湾
の
葬
儀
の
複
雑
さ
を
誘

二

一
九
九
二
年
の

こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
、
風

殯
儀
館
の
注
意
書
き
に
、
こ
の

う
要
素
に
宗
教
も
あ
る
。
当
時

台
北
市
殯
儀
館

水
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
町

こ
と
を
禁
止
す
る
と
書
い
て
あ

葬
儀
の
芯
を
な
す
宗
教
は
道
教

ひ
ん

ぎ

ま
ず
一
九
九
二
年
当
時
に
感

の
中
に
も
人
の
顔
に
漢
字
を
書

っ
た
）
。
大
勢
が
参
集
す
る
葬

と
仏
教
で
あ
っ
た
。
道
教
は
中

じ
た
こ
と
を
書
く
。
早
朝
六
時

き
込
ん
だ
、
風
水
師
の
店
の
看

儀
の
た
め
に
、
知
恵
を
め
ぐ
ら

国
人
が
形
成
し
て
き
た
宗
教
で
、

く
ら
い
に
台
北
市
内
の
幹
線
道

板
を
見
か
け
た
。
風
水
師
は
死

す
姿
に
中
国
人
の
葬
文
化
の
奥

私
の
眼
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
思

路
の
三
車
線
の
車
道
の
う
ち
の

者
や
家
族
の
生
ま
れ
た
日
や
時

深
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
時
、
台

想
が
複
合
し
、
ま
じ
な
い
や
迷

一
車
線
を
一
部
封
鎖
し
て
、
道

間
、
生
ま
れ
た
場
所
の
方
角
、

北
市
内
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ

信
の
要
素
も
含
む
複
雑
な
体
系

路
上
に
テ
ン
ト
が
た
て
ら
れ
る
。

同
じ
く
死
ん
だ
日
や
時
間
、
場

た
台
湾
師
範
大
学
の
珍
憲
明
先

を
持
つ
宗
教
に
映
っ
た
。
道
教

臨
時
の
葬
儀
場
で
あ
る
。
葬
家

所
を
も
と
に
占
い
を
す
る
。
羅

生
に
聞
い
た
話
で
あ
る
。

で
は
土
葬
が
主
流
で
あ
っ
た
。

の
近
所
の
人
の
告
別
を
期
待
し

「
お
父
さ
ん
、
私
を
残
し
て

経
盤
と
い
う
、
中
心
に
磁
石
が

「
台
湾
南
部
農
村
で
日
本
へ
輸

そ
し
て
一
定
期
間
が
た
っ
た
後
、

て
い
る
。
弔
問
客
の
死
者
へ
の

な
ん
で
死
ん
だ
の
よ
」
中
国
語

組
ま
れ
た
、
円
形
の
何
層
も
の

出
す
る
ウ
ナ
ギ
の
養
殖
が
盛
ん

洗
骨
改
葬
す
る
複
葬
で
も
あ
る
。

丁
寧
な
哭
礼
の
た
び
に
、
楽
隊

の
分
か
ら
な
い
私
が
、
そ
の
言

板
が
回
る
よ
う
に
作
っ
て
あ
り
、

に
な
っ
た
。
も
と
は
水
田
で
あ

先
に
述
べ
た
葬
式
を
待
つ
た
め

て
い
ね
い

こ
く
れ
い

の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴
る
。

葉
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
涙
が

こ
の
文
字
盤
を
回
し
て
、
死
者

っ
た
養
殖
池
に
地
下
水
を
汲
み

の
遺
骸
保
存
は
道
教
的
な
考
え

七
時
頃
に
は
テ
ン
ト
が
撤
去
さ

出
て
き
た
ほ
ど
、
悲
し
み
の
感

と
残
さ
れ
た
人
に
と
っ
て
葬
儀

上
げ
る
た
め
、
地
盤
沈
下
が
起

に
よ
っ
て
い
た
。
陰
陽
五
行
な

れ
、
臨
時
葬
儀
場
は
消
滅
す
る
。

情
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
死
者
を

や
墓
に
と
っ
て
最
適
な
日
時
と

こ
っ
た
。
田
の
中
に
あ
っ
た
、

ど
の
思
考
か
ら
来
る
葬
儀
に
良

そ
の
後
遺
骸
は
市
内
の
殯
儀
館

惜
し
む
感
情
表
現
は
抜
群
で
あ

方
角
を
占
う
。
ま
た
墓
の
向
く

盛
り
土
の
丘
の
上
に
あ
る
墓
地

い
日
・
良
い
時
間
、
そ
し
て
自

い

が
い

お

の
葬
儀
場
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で

っ
た
。
芸
術
的
と
も
い
っ
て
よ

方
角
や
葬
列
が
出
る
時
に
向
か

が
水
没
し
か
か
っ
て
い
た
。
墓

分
が
産
ま
れ
た
胎
内
（
先
祖
の

正
式
の
葬
儀
が
な
さ
れ
る
。
儀

か
っ
た
。
死
者
の
霊
が
極
楽
に

う
方
角
な
ど
も
占
わ
れ
る
。

地
を
移
転
し
た
ら
と
い
う
問
い

墓
の
あ
る
故
地
）
に
再
び
還
る

式
の
中
に
哭
き
女
の
習
俗
が
あ

行
く
た
め
に
い
く
つ
も
の
儀
礼

葬
儀
に
参
列
者
が
多
い
こ
と

か
け
に
、『
今
の
ウ
ナ
ギ
養
殖

た
め
の
、
方
角
な
ど
の
指
針
が

な

り
、
私
が
見
た
当
時
に
は
本
物

を
繰
り
返
す
。
五
子
哭
墓
と
い

は
死
者
の
徳
を
高
め
る
こ
と
に

に
よ
る
繁
栄
は
こ
こ
に
い
る
先

示
さ
れ
、
葬
儀
の
時
日
を
待
つ

こ

く

ぼ

の
哭
き
女
を
見
る
こ
と
は
で
き

う
霊
魂
を
極
楽
に
送
る
た
め
の

つ
な
が
る
。
遺
族
が
死
者
を
思

祖
の
お
か
げ
で
あ
る
。
こ
れ
を

の
で
あ
る
。
一
方
仏
教
で
は
火

な
か
っ
た
。
録
音
テ
ー
プ
に
よ

音
楽
と
踊
り
に
よ
る
民
間
習
俗

っ
て
い
る
気
持
ち
を
量
る
指
標

移
転
す
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な

葬
が
な
さ
れ
、
道
教
に
比
べ
る

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
な
さ
れ

も
行
わ
れ
る
。
僧
侶
に
よ
る
読

と
し
て
と
ら
え
る
。
弔
問
者
を

い
こ
と
だ
』
と
言
わ
れ
た
、
と

と
簡
素
な
印
象
を
与
え
た
。
道

て
い
た
。
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

経
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
別
の

多
く
集
め
る
徳
の
高
い
死
者
は

聞
い
た
。」

教
式
に
す
る
か
仏
教
式
に
す
る

か
ら
は
哀
切
な
声
が
出
さ
れ
、

部
屋
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
の
解
剖

子
孫
を
幸
せ
に
す
る
マ
ジ
カ
ル

墓
地
に
存
在
す
る
先
祖
の
霊
力

る
か
は
遺
族
に
と
っ
て
は
重
大

あ
い
せ
つ

か
い
ぼ
う

一
人
の
婦
人
が
棺
に
抱
き
つ
い

台
の
よ
う
な
台
の
上
に
、
死
に

な
力
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
近
所

は
子
孫
を
幸
せ
に
す
る
力
が
あ

事
で
、
出
費
の
額
が
違
っ
た
。

て
悲
し
む
の
で
あ
る
。

衣
装
の
遺
骸
が
並
ん
で
い
た
。

の
人
を
早
朝
に
招
い
た
り
、
葬

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
死
者

経
費
を
払
う
遺
族
は
仏
教
式
を

い

が
い

特
別
寄
稿

台
北
市
の
葬
儀
の
変
化

②

高
松
市

稲
田

道
彦
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望
み
、
死
者
の
徳
の
恩
恵
を
受

り
重
ん
じ
な
か
っ
た
。
外
省
人

は
谷
の
出
口
に
あ
り
、
背
後
は

【
新
北
市
永
和
区
第
一
墓
地
】

け
る
可
能
性
の
あ
る
遠
縁
の
遺

に
は
死
後
、
中
国
本
土
の
出
身

谷
を
挟
む
丘
陵
で
あ
り
、
谷
の

（
明
る
い
色
が
売
却
済
、

族
は
道
教
式
を
望
ん
だ
と
聞
い

地
の
祖
先
の
墓
に
合
葬
さ
れ
る

斜
面
で
は
ど
の
方
向
を
希
望
す

一
九
九
二
年
）

た
。
一
九
九
二
年
当
時
は
道
教

こ
と
を
願
う
た
め
に
、
よ
り
簡

る
墓
に
も
対
応
で
き
た
の
で
、

式
の
ほ
う
が
多
い
印
象
で
あ
っ

素
な
形
に
葬
式
や
墓
を
収
め
る

谷
の
全
方
向
の
斜
面
に
土
葬
墓

た
。
道
教
式
に
す
る
か
仏
教
式

人
も
い
た
。

地
が
作
ら
れ
て
い
た
。
旺
盛
に

に
す
る
か
判
断
の
つ
か
な
い
遺

墓
の
形
も
い
く
つ
か
の
形
が

繁
茂
す
る
樹
木
の
中
に
亀
甲
墓

族
は
、
死
者
の
腕
を
つ
か
ん
で

あ
っ
た
。
道
教
で
は
主
に
複
葬

形
式
の
土
葬
墓
地
が
あ
っ
た
。

去
る
一
一
月
二
四
日
、
北
房

持
ち
上
げ
て
、
道
教
と
仏
教
の

を
し
、
仏
教
で
は
火
葬
骨
を
納

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
高
畑
知
功

二
つ
の
札
を
並
べ
た
上
に
落
と

め
る
単
墓
制
と
な
っ
た
。
複
葬

先
生
に
よ
る
「
谷
尻
遺
跡
発
掘
」

し
、
死
者
に
選
ば
せ
る
と
い
う

は
最
初
に
土
葬
に
よ
り
埋
葬
し

五
〇
周
年
記
念
講
演
会
」
を
聴

こ
と
も
し
た
と
い
う
。
そ
う
い

た
遺
体
を
一
定
の
時
間
経
過
後

か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま

う
場
合
は
仏
教
に
な
る
こ
と
が

掘
り
起
こ
し
、
遺
骨
を
逗
子
等

れ
た
。

ず

し

多
か
っ
た
、
と
い
う
。

に
納
め
、
寺
や
慰
霊
塔
な
ど
崇

発
掘
調
査
に
直
接
携
わ
ら
れ

遺
族
の
衣
装
も
仏
教
と
道
教

拝
施
設
に
安
置
す
る
。
そ
し
て

た
先
生
の
お
話
は
、
五
〇
年
た

で
は
違
っ
て
い
て
、
道
教
で
は

墓
の
向
く
方
角
を
大
事
に
す
る

っ
て
も
あ
せ
る
こ
と
の
な
い
熱

直
系
の
遺
族
は
は
だ
し
で
、
荒

か
ら
、
墓
地
の
中
で
も
墓
が
思

い
思
い
と
詳
細
な
記
憶
が
、
丁

縄
の
鉢
巻
き
や
腰
ひ
も
を
し
、

い
思
い
の
方
向
に
向
い
て
い
る

寧
で
た
く
さ
ん
の
資
料
と
と
も

麻
布
の
簡
単
な
衣
装
を
ま
と
い
、

こ
と
が
あ
っ
た
。
私
が
何
度
も

（
香
川
大
学
経
済
学
部
名
誉
教
授
）

に
伝
わ
っ
て
き
て
、
引
き
込
ま

死
者
を
悲
し
ん
で
送
っ
て
い
る

訪
ね
た
、
台
北
市
第
二
殯
儀
館

（
次
回
に
続
く
）

れ
通
し
の
、
あ
っ
と
い
う
間
の

と
い
う
衣
装
で
あ
っ
た
。
仏
教

時
間
だ
っ
た
。

で
は
そ
こ
ま
で
死
者
を
悼
む
こ

陳
憲
明
先
生
に
案
内
し
て
い

※

以
下
、
三
章
「
現
代
の
台
北

当
初
、
と
り
あ
え
ず
二
人
で

と
を
衣
装
で
は
表
さ
ず
、
白
衣

た
だ
い
た
、
新
北
市
永
和
区
第

市
殯
儀
館
」、

四
章
「
お
わ

始
ま
っ
た
発
掘
調
査
が
、
試
し

で
あ
っ
た
。

一
墓
地
で
は
完
成
し
て
一
〇
年

り
に
」
は
、
次
号
に
。

掘
り
の
段
階
か
ら
「
す
ご
い
、

さ
ら
に
台
湾
で
は
出
身
地
に

近
く
な
る
が
売
れ
て
い
る
墓
地

大
き
い
、
大
変
な
遺
跡
だ
」
と

よ
る
差
異
が
あ
っ
た
。
主
に
中

が
一
〇
分
の
一
と
言
わ
れ
た
。

い
う
予
感
か
ら
、
延
べ
七
三
〇

国
南
部
か
ら
古
い
時
代
に
渡
っ

そ
れ
は
人
々
（
主
に
本
省
人
）

〇
人
を
投
入
し
て
の
調
査
と
な

て
き
た
本
省
人
と
、
第
二
次
世

が
墓
の
方
角
を
重
視
す
る
の
で
、

っ
た
こ
と
。
予
算
が
無
く
、
電

界
大
戦
後
に
蒋
介
石
と
と
も
に

雛
壇
式
の
新
規
造
成
墓
地
で
は
、

気
も
通
じ
て
い
な
い
部
屋
で
の

ひ
な
だ
ん

大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
て
、
台
湾

一
つ
の
方
角
し
か
向
い
て
い
な

生
活
の
苦
労
話
な
ど
、
思
い
出

政
治
の
中
枢
に
つ
い
た
外
省
人

い
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
、
こ
の
墓

話
と
い
う
言
葉
で
は
く
く
り
き

の
違
い
で
あ
る
。
大
雑
把
に
い

地
を
買
う
の
は
風
水
を
重
ん
じ

れ
な
い
、
正
に
調
査
報
告
そ
の

っ
て
、
本
省
人
は
道
教
式
で
あ

な
い
外
省
人
の
利
用
が
多
い
と

も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

り
、
外
省
人
は
風
水
等
を
あ
ま

言
わ
れ
た
。

中
で
も
「
遺
跡
は
壊
す
も
の
。

北
房
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
記
念
特
別
展
「
す
げ

ー
の
ー
、
谷
尻
遺
跡
」

で
は
期
間
中
二
〇
〇
名

を
超
え
る
来
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
館
長

南
條
靖)

【台北市第二殯儀館全景(1992年）】

【尾根斜面を埋める土葬墓(1992年）】

「
谷
尻
遺
跡
発
掘

思
い
出
話
」
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
山
市

延
原

泉
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残
す
の
は
写
真
と
記
録
」
と
い

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
更
に
、
備

う
言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
道

中
川
の
氾
濫
や
火
事
に
あ
っ
た

路
工
事
が
あ
る
か
ら
、
土
地
の

住
居
、
何
代
に
も
わ
た
る
積
み

開
発
が
あ
る
か
ら
と
い
う
よ
う

重
な
っ
た
住
居
跡
、

殯

の
家
・

も
が
り

な
理
由
が
な
い
と
発
掘
調
査
が

・
・
。
素
人
に
は
、
あ
の
土
を

で
き
な
い
こ
と
は
、
致
し
方
な

掘
っ
て
い
く
だ
け
で
、
何
故
そ

令
和
六
年
一
一
月
二
四
日

四
月
、
そ
し
て
第
三
次
調
査
が

い
と
は
思
い
な
が
ら
、
も
っ
た

ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
だ
ろ
う

(

日)

、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

六
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

い
な
い
こ
と
と
思
っ
て
し
ま
う
。

と
い
う
素
朴
な
疑
問
も
あ
る
。

西
の
明
日
香
村
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

発
掘
場
所
は
、
中
国
縦
貫
自

約
一
一
、
三
〇
〇
年
前
か
ら

た
く
さ
ん
の
こ
と
が
判
明
す
る
、

ム
主
催
の
、
谷
尻
遺
跡
発
掘
五

動
車
道
建
設
予
定
地
に
沿
っ
て
、

始
ま
っ
た
谷
尻
遺
跡
。
土
器
や

判
明
さ
せ
ら
れ
る
、
発
掘
調
査

〇
周
年
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ

西
は
旧
町
道
の
谷
尻
線
付
近
か

石
器
な
ど
多
数
の
出
土
品
が
『
谷

の
意
義
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。

ま
し
た
。
講
師
は
、
元
岡
山
県

ら
東
は
中
田
原
線
ま
で
で
す
。

な
か

た

ば
る

尻
式
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
こ

備
中
北
部
最
大
の
集
落
遺
跡
、

古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所

作
業
は
西
側
の
一
区
か
ら
東
端

と
は
、
今
回
初
め
て
知
っ
た
こ

谷
尻
。
そ
こ
で
暮
ら
し
た
市
井

長
で
、
五
〇
年
前
に
谷
尻
遺
跡

の
六
区
ま
で
、
区
割
り
を
し
て

と
の
一
つ
で
あ
る
。
縄
文
の
時

の
人
々
も
地
域
を
治
め
て
い
た

講
演
を
聴
く
予
定
だ
っ
た
。
彼

発
掘
調
査
を
た
だ
一
人
だ
け
全

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
区
の
南

代
か
ら
人
々
は
こ
れ
ら
を
使
っ

だ
ろ
う
有
力
者
も
、
も
し
か
す

が
「
ふ
れ
あ
い
」
で
歌
手
デ
ビ

期
間
を
通
じ
て
担
当
さ
れ
た
高

側
が
後
述
す
る
萩
原
工
業(

株)

た
か

て
何
を
し
、
何
を
食
べ
、
ど
ん

る
と
石
川
王
？
も
、
全
て
の
人

ュ
ー
し
た
の
は
昭
和
四
八
年
。

畑

知
功
先
生
で
す
。

付
近
に
相
当
し
ま
す
。

ば
た
け
と
も
の
り

な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
の
だ

が
今
の
北
房
に
続
い
て
い
る
。

奇
し
く
も
谷
尻
遺
跡
の
発
掘
が

「
谷
尻
遺
跡
発
掘
思
い
出
話
」

北
房
と
有
漢
の
境
界
と
な
る

ろ
う
。
そ
し
て
、
一
緒
に
出
土

今
回
、
北
房
ふ
る
さ
と
セ
ン

始
ま
っ
た
年
で
あ
る
。
当
時
小

と
題
し
て
の
ご
講
演
内
容
は
、

南
側
の
山
か
ら
徐
々
に
低
く
な

し
た
近
畿
（
大
和)

や
山
陰(

出

タ
ー
で
開
催
さ
れ
て
い
る
特
別

学
六
年
生
だ
っ
た
私
が
初
め
て

実
際
に
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
話

り
、
備
中
川
に
近
づ
く
と
「
低て

い

雲
）
、
四
国
（
讃
岐
）
の
土
器
。

展
は
『
す
げ
ー
の
ー
、
谷
尻
遺

自
分
で
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
が
「
ふ

せ
る
逸
話
や
苦
労
話
、
そ
し
て

位
台
地
」
に
な
り
ま
す
。
発
掘

い

だ
い

ち

人
や
物
の
流
れ
、
文
化
の
結
節

跡
』
だ
が
、
こ
の
講
演
を
受
け

れ
あ
い
」
だ
っ
た
。

五
〇
年
と
い
う
時
を
経
て
、
お

現
場
は
、
こ
の
低
位
台
地
と
備

点
と
し
て
の
北
房
の
意
味
。
想

て
抱
い
た
私
の
感
想
は
、
正
に

同
じ
五
〇
周
年
。
ど
ち
ら
の

そ
ら
く
地
元
住
民
が
始
め
て
知

中
川
の
間
に
形
成
さ
れ
た
氾
濫

は
ん
ら
ん

像
す
る
と
わ
く
わ
く
す
る
こ
と

『
す
げ
ー
の
ー
、
北
房
！
』
に

会
に
参
加
す
る
か
。
躊
躇
す
る

る
谷
尻
遺
跡
の
全
体
像
、
さ
ら

原
（
洪
水
時
に
河
道
か
ら
氾
濫

げ
ん

尽
き
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、

こ
と
な
く
、
北
房
を
選
ん
だ
こ

に
こ
の
遺
跡
が
持
つ
歴
史
的
な

す
る
範
囲
）
で
あ
る
「
低
地
」

今
後
こ
の
遺
跡
と
、
私
を
北
房

と
へ
の
ご
褒
美
、“
青
い
巴
ち

位
置
付
け
等
に
関
し
て
、
極
め

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
一
、
二
、

に
導
い
て
く
れ
た
荒
木
山
の
古

ゃ
ん
（
巴
型
銅
器
）
”
と
の
出

て
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
当

三
、
五
区
が
低
位
台
地
、
六
区

墳
群
に
何
ら
か
の
関
係
性
が
明

会
い
に
気
を
よ
く
し
、
自
分
を

日
は
市
内
外
か
ら
七
五
名
の
参

が
低
地
で
す
。
四
区
は
西
谷
方

ら
か
に
な
っ
た
ら
、
な
ん
て
素

褒
め
な
が
ら
、
北
房
文
化
セ
ン

加
が
あ
り
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

向
か
ら
の
谷
筋
で
、
氾
濫
原
に

敵
な
ん
だ
ろ
う
と
密
か
に
思
っ

タ
ー
を
後
に
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

あ
た
る
区
間
で
す
。

て
い
る
。

当
時
の
中
国
縦
貫
自
動
車
道

余
談
な
が
ら
、
こ
の
日
は
岡

谷
尻
遺
跡
は
、
第
一
次
調
査

建
設
に
伴
う
発
掘
現
場
と
し
て

山
市
民
文
化
大
学
の
本
年
度
最

が
昭
和
四
八(

一
九
七
三)

年
一

は
、
旧
北
房
町
内
と
そ
の
付
近

終
日
。

往
年
の
青
春
ス
タ
ー(

死

〇
月
か
ら
一
二
月
、
第
二
次
調

で
は
、
東
か
ら
旧
落
合
町
一
色

い
つ
し
き

語
で
す
か
？)

中
村
雅
俊
さ
ん
の

査
は
四
九
年
四
月
か
ら
五
〇
年

の
「
宮
の
前
遺
跡
」、
五

名

の

ご

み
よ
う

【畿内系土器】

【巴型銅器】

講
演
記
録

谷
尻
遺
跡
発
掘
五
〇
周
年
記
念
講
演

（
そ
の
①
）

『
谷
尻
遺
跡
発
掘
思
い
出
話
』

た

ん

じ

り

平
城

元
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「
備

中

平
遺
跡
」、
上
水
田
の

査
で
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
文

人
を
送
り
込
ん
で
も
ら
っ
た
が
、

器
片
四
五
点
と
と
も
に
石
器
が

弥
生
後
期
の
土
器
片
も
出
土

び
つ
ち
ゆ
う
ひ
ら

「
谷
尻
遺
跡
」
、
下
呰
部
の
「

桃

化
課
が
担
当
し
た
。

昭
和
五
〇
年
四
月
か
ら
六
月
の

六
〇
点
ま
と
め
て
一
カ
所
（
一

し
て
い
る
。
岡
山
市
の
高
塚
遺

し
も

あ

ざ
え

山
遺
跡
」
、
「
植
木
遺
跡
」
、「
空

谷
尻
遺
跡
の
場
合
、
萩
原
工

終
了
ま
で
、
電
気
も
水
も
な
い

区
、
№
一
三
〇
土
坑
）
か
ら
出

跡
の
貯
蔵
穴
な
ど
か
ら
、
計
二

え

き

そ
ら

ど

こ
う

ち
よ
ぞ
う
け
つ

遺
跡
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

業(

株)

の
北
側
に
あ
る
桑
畑
に

プ
レ
ハ
ブ
小
屋
で
ろ
う
そ
く
を

土
し
た
。

五
枚
の
貨
泉
が
出
土
し
て
い
る
。

か

せ

ん

以
上
の
概
要
を
も
と
に
、
以

弥
生
土
器
と
古
墳
時
代
の
土
師

灯
し
な
が
ら
仕
事
を
し
た
。

石
器
は
、
備
中
川
の
河
床
な

貨
泉
は
、
前
漢
と
後
漢
の
間
に

は

じ

下
、
少
し
紙
面
を
い
た
だ
き
、

器
が
散
布
し
て
い
る
こ
と
は
以

調
査
日
数
は
実
働
三
四
六
日
、

ど
に
も
あ
る

緑

色

片
岩
で
作

あ
っ
た
新
と
い
う
時
代
の
王
莽

き

り
よ
く
し
よ
く
へ
ん
が
ん

し
ん

お
う
も
う

講
演
内
容
を
順
に
た
ど
っ
て
い

前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

作
業
員
は
延
べ
七
三
一
二
名
に

ら
れ
た
石
鍬
、
そ
の
他
の
石
器

と
い
う
王
が
制
定
し
た
貨
幣
で

い
し
く
わ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

昭
和
四
八
年
か
ら
試
掘
を
始

及
ん
だ
。
こ
の
遺
跡
か
ら
二
八

（
ス
ク
レ
イ
パ
ー
ま
た
は
石
鎌

あ
る
。
西
暦
一
四
～
四
〇
年
の

い
し
が
ま

（

）
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足

め
た
。
調
査
は
西
の
端
の
谷
尻

三
の
遺
構
、
遺
物
は
四
〇×

七

と
も
呼
ば
れ
る
も
の
）
は
、
サ

間
に
鋳
造
さ
れ
た(

円
形
方
穴
）

え
ん
け
い
ほ
う
け
つ

説
明
で
す
。

線
か
ら
東
の
端
の
中
田
原
線
ま

〇×

一
五
㎝
の
テ
ン
バ
コ
、
約

ヌ
カ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
讃
岐
石

貨
幣
で
、
弥
生
後
期
に
伝
わ
っ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

で
、
長
さ
約
六
〇
〇
ｍ
、
幅
約

二
六
〇
箱
分
が
出
土
し
た
。
実

で
作
ら
れ
て
い
る
。
岡
山
県
下

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か

谷
尻
は
、
出
版
物
等
で
は
一

四
〇
ｍ
の
範
囲
で
あ
る
。

際
に
発
掘
し
た
面
積
は
一
四
四

で
出
土
し
た
サ
ヌ
カ
イ
ト
の
大

ら
、
こ
の
遺
跡
の
土
器
と
比
定

般
に
「
た
に
じ
り
」
と
あ
る
が
、

（
第
一
次
調
査
の
）
三
ヶ
月

一
一
㎡
で
あ
っ
た
。
真
庭
市
内

半
は
、
香
川
県
坂
出
市
の
金
山

す
る
こ
と
に
よ
り
、
谷
尻
遺
跡

か
な
や
ま

当
時
、
地
元
作
業
者
に
ア
ン
ケ

間
の
作
業
に
よ
っ
て
、
こ
こ
は

で
は
最
大
の
発
掘
調
査
面
積
で

（
金
山
の
東
斜
面
）
産
と
い
わ

か
ら
出
土
し
た
土
器
を
弥
生
後

ー
ト
を
と
り
、
「
た
ん
じ
り
」

大
変
な
遺
跡
に
な
る
こ
と
が
予

あ
ろ
う
。

れ
て
い
る
。
こ
の
石
器
の
刃
先

期
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
報
告
書
の

想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
四

は
真
っ
黒
に
な
っ
て
い
た
。
当

（
以
下
、
次
号
）

タ
イ
ト
ル
も
ル
ビ
を
ふ
り
、「
谷

九
年
度
か
ら
の
本
格
調
査
で
は
、

以
下
、
時
代
を
追
っ
て
説
明

時
は
そ
れ
が
何
か
と
い
う
こ
と

た
ん

尻
遺
跡
」
と
し
た
。

二
名
の
調
査
員
、
期
間
は
一
年

し
て
い
く
。
縄
文
時
代
は
早
期
、

は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

✾
✾
✾
✾
✾
✾
✾
✾
✾

じ
り

谷
尻
遺
跡
の
発
掘
は
、
中
国

間
で
終
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

後
期
、
晩
期
の
土
器
が
出
土
し

プ
ラ
ン
ト
・
オ
パ
ー
ル
と
呼
ば

縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
も

い
た
。
期
間
の
延
長
は
で
き
な

て
い
る
。
早
期
の
土
器
は
、
約

れ
る
ガ
ラ
ス
質
の
珪
酸
体
（
植

け
い
さ
ん
た
い

の
で
、
遺
跡
を
残
す
こ
と
は
で

い
中
で
作
業
を
進
め
て
い
く
と
、

九
五
〇
〇
年
前
の
も
の
で
、
米

物
の
表
面
細
胞
に
あ
る
物
質
で
、

き
な
い
た
め
、
写
真
と
図
面
と

次
々
と
遺
構
が
出
て
く
る
た
め
、

粒
が
並
ん
だ
よ
う
な
文
様
が
あ

イ
ネ
科
な
ど
に
含
有
量
が
多
い

説
明
文
で
記
録
し
保
存
す
る
こ

同
年
一
一
月
頃
作
業
員
を
増
や

る
。
粘
土
が
生
乾
き
の
と
き
、

と
さ
れ
る
）
で
あ
る
こ
と
が
分

荒
木
山
西
塚
古
墳
の
発
掘
調

な
ま
が
わ

と
を
目
的
と
す
る
調
査
で
あ
っ

す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
頃
、
備

器
具
を
使
っ
て
模
様
を
付
け
た

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

査
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

た
。

中
平
遺
跡
の
作
業
が
終
了
し
て

土
器
（
押
型
文
土
器
）
で
あ
る
。

を
分
析
す
れ
ば
、
こ
の
石
で
ど

（
専
門
家)

の
座
長
と
し
て
何
度

お
し
が
た
も
ん

ど

き

こ
の
自
動
車
道
建
設
に
伴
う

お
り
、
そ
こ
の
作
業
員
一
五
名

な
お
、
前
期
の
土
器
は
谷
尻
遺

ん
な
植
物
を
切
っ
た
の
か
が
判

も
発
掘
の
現
地
を
訪
れ
、
専
門

岡
山
県
内
の
同
様
な
発
掘
は
、

と
、
県
の
文
化
課
職
員
に
も
可

跡
か
ら
は
出
て
い
な
い
が
、
上

明
す
る
そ
う
で
あ
る
。

的
な
立
場
か
ら
支
え
て
下
さ
っ

六
〇
カ
所
以
上(

六
二
カ
所)

あ

能
な
範
囲
で
加
わ
っ
て
も
ら
っ

水
田
の
洞
穴
（
地
蔵
ヶ
淵
）
か

当
時
、「
縄
文
農
耕
」
と
い

た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

り
、
東
側
か
ら
数
え
る
と
（
最

た
が
、
結
局
一
年
間
で
は
終
わ

ら
人
骨
と
と
も
に
出
土
し
て
お

う
言
葉
が
流
行
っ
て
い
た
。
縄

の
松
木
武
彦
先
生
が
お
亡
く
な

は

や

初
は
、
旧
作
東
町
の
高
木
遺
跡
）

ら
な
か
っ
た
。

り
、
約
六
九
〇
〇
年
前
の
も
の

文
晩
期
に
こ
の
地
域
で
稲
作
を

り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

谷
尻
遺
跡
は
三
〇
番
目
に
な
る
。

こ
の
段
階

と
さ
れ
た
。

し
て
い
た
証
拠
は
な
い
か
と
、

悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に

県
内
全
体
と
し
て
は
、
昭
和
四

で
予
算
が
尽

最
も
多
く
の
出
土
が
あ
っ
た

出
土
し
た
土
器
で
籾
殻
の
痕
跡

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

も
み
が
ら

四
年
か
ら
五
二
年
ま
で
、
足
か

き
た
た
め
、

の
が
縄
文
晩
期
で
あ
り
、
約
三

を
詳
細
に
調
べ
た
が
確
認
で
き

ま
す
。

け
八
年
に
及
ぶ
長
期
の
発
掘
調

県
職
員
の
新

五
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
年
前
の
土

な
か
っ
た
。

追
悼松

木
武
彦

先
生

【押型文土器】


